
 

 

 

森林経営のための効率的な施業技術（１） 

 

―まとまった森林における効率的な作業システム― 
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この資料は、森林経営のための効率的な施業技術を紹介するもので、路網整備と林業機械を組み

合わせた、まとまった森林における効率的な作業システム（１）と、森林の所有規模が小さい自伐

林家等を対象とした、北総地域における小規模作業システム（２）の２編で構成されています。 
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１ まとまった森林における効率的な作業システム＊ 

図１ 効率的な作業システムのイメージ（1） 

注）林業機械の組み合わせは、作業箇所によって様々です． 

 

 まとまった森林において効率的な作業システムを導入するためには、車両系、架線系ともに作業シス

テムに合った路網整備が必要になります。また、現地に合った林業機械を導入し効率良く稼動させるこ

と、さらに、導入する林業機械に見合った伐採、搬出量が確保できることが重要です。これらの条件が

整って、初めて図１のような効率的な作業システムが成り立ちます。 

  

２ 効率的な施業のための路網整備 

 高性能林業機械等の導入による効率的な施業を実施するためには、路網の整備が重要です。路網の区

分と規格、構造は表１、傾斜と作業システムに応じた路網密度の水準は表２のようになっています。 

傾斜が 35度以下で車両系の作業システムを導入する場合には、表２のように森林作業道の整備が必要

となります。森林作業道を作設する際は、千葉県森林作業道作設指針、千葉県森林作業道開設基準に基

づいて実施してください。また、以下の参考図書等が実際の作業の参考になります。 

・ 「写真図解作業道づくり」、大橋慶三郎・岡橋清元、全国林業改良普及協会 

・ 「作業道ゼミナール」、酒井秀夫、全国林業改良普及協会 

＊：作業システムとは、木材生産現場における、作業と機械と人の有機的な組み合わせであり、

立木の伐倒（伐木）、林道端や土場への搬出（集材）、枝払・玉切（造材）、トラック積み込

みまでの一連の作業プロセスを対象としたものです（1）。 



・ 「長野県森林作業道作設マニュアル」、長野県（インターネットでダウンロード可） 

・ 「森林作業道開設の手引き」、（独）森林総合研究所ほか（インターネットでダウンロード可） 

・ 「低コスト作業路の作設マニュアル」、岡山県（インターネットでダウンロード可） 

 

 表１ 路網の区分と規格・構造（2） 

区  分 規  格 ・ 構  造 

基
幹
路
網 

林道 

不特定多数の者が利用する道路であり、森林整備や木材生産を進める上での幹線となる道路。

車道幅員3.0～4.0ｍで、10ｔ積程度のセミトレーラーの走行を想定した道路であり、木材の運

搬等林業経営はもとより地域住民の生活道路として一般車両の通行にも供される道路。 

林業 

専用道 

幹線となる林道を補完し、主として特定の者が森林施業のために利用する道路。車道幅員3.0

ｍで、10ｔ積程度のトラックや林業用車両の走行ができる必要最小限の規格・構造の道路で、

専ら集材・運材の用に供され森林作業道の機能を高め、木材輸送機能を強化・補完する丈夫で

簡易な道路。 

森林作業道 

林道及び林業専用道からの支線で、特定の者が森林施業のために利用する道路。主として林

業機械(2ｔ積程度の小型トラックを含む)の走行を想定した幅員2.5～3.0ｍの道路で、集材等の

ためにより高密度に配置することで、効率的な森林整備の推進を図るための丈夫で簡易な道路。 

 

表２ 効率的な森林施業を推進するための路網密度の水準（2） 

区  分 作業システム 
路網密度（m/ha) 

 基幹路網 

緩傾斜地（ 0°～15°） 車両系 100以上    35以上    

中傾斜地（15°～30°） 
車両系 75以上    25以上    

架線系 25以上    25以上    

急傾斜地（30°～35°） 
車両系 60以上    15以上    

架線系 15以上    15以上    

急 峻 地（35°～    ） 架線系 5以上    5以上    

 
 

３ 傾斜と路網密度に応じた作業システム 

 県では、傾斜と路網密度に応じた高性能林業機械等の導入の目標を表３のように定めています。それ

ぞれの作業システムにおける生産性やコストは、伐採種、伐採量、導入する林業機械の規格、現地の条

件などによって変化します。以下に多くの事例が紹介されていますので参考にしてください。 

・ 林野庁（http://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/kikai/index.html） 

・ イワフジ工業株式会社（http://www.iwafuji.co.jp/useful/system/images/ifisystem.pdf） 

・ 機械化施業研究会成果報告書（http://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/kanchu/num33/20seika/kikaika.pdf） 

 

 表３ 傾斜と路網密度に応じた高性能林業機械等の導入の目標（2） 

傾 斜 路網密度 伐木 集材 造材 集運材 

急傾斜 

概ね 30m/ha～

70m/ha 
チェンソー 

タワーヤーダ/ 
スウィングヤーダ/ 

グラップル 
プロセッサ 

フォワーダ 

/トラック 

概ね 70m/ha～

150m/ha 

チェンソー 
ハーベスタ 

フォワーダ 

/トラック  

緩傾斜 
概ね 70m/ha～

200m/ha 

チェンソー 
ハーベスタ 

フォワーダ 

/トラック  



４ 伐採、搬出から地拵え、植栽までを同時に行う一貫作業システム 

 路網整備と高性能林業機械の導入に

より、これまでの伐採、搬出に加えて、

再造林までを同時に行う効率的な作業

システムが考案されています。  

 一貫作業システムは、路網が整備さ

れ車両系の林業機械を使用している場

所で、木寄せ、集材を行うグラップル

ローダー等を地拵えに使用し、搬出を

行うフォワーダ等を苗木運搬に使用す

ることで、伐採、搬出から地拵え、植

栽までを効率よく行うものです（図２）。

なお、苗木には、植栽時期を選ばず、

専用の器具により効率よく植栽できる

コンテナ苗（図３）を使用します。こ

の方法により、地拵えから植栽までの

労力が、従来型の人力作業（26.4 人日

／ha）に比べて、13～17％（3.5～4.5

人日／ha）に減らせることが明らかにな

っています。また、大苗を使用すること

により、下刈り労力の軽減、さらにはニ

ホンジカによる食害の軽減の可能性に

ついても検討されています（6）。  
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図２ 一貫作業システムの流れ（3） 

図３ コンテナとコンテナ苗の根系（4）、スギのコンテナ苗（5） 
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